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論 文審査の結果の要旨

本論文は、斜面崩壊の危険性評価における統計的な手法の改良、活断層による想定地震の PGA分

布の推定手法、斜面の詳細地形や地盤特性、崩壊土石の運動エネルギーを考慮した斜面崩壊警戒区

域の推定手法などの提案により、斜面崩壊ノ＼ザードマップの作成精度を大幅に向上させた。また、

GISベースの統合型斜面崩壊ノ＼ザード、マッピングシステムの開発により、実用的なハザードマップ

を容易に作成でき、地震による斜面災害における防災力の向上に資するものであり、地盤工学およ

び防災工学上寄与するところが極めて大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するも

のと認める。


